
東庄町（とうのしょうまち） 一宮町（いちのみやまち） 長柄町（ながらまち） 白子町（しらこまち） 長生村（ちょうせいむら） 九十九里町（くじゅうくりまち）

いちご狩り

千葉で体験できるいろいろなプログラムや施設を紹介します。
温暖な気候と豊かな大地に恵まれた千葉県は、様々な「旬」を楽しめる体験が
いっぱい！ みずから体験した思い出は強烈に残るもの。
自然豊かな千葉県ならではの味覚狩りや農業・漁業体験など、さまざまな喜び
があなたを待っています。

［東庄町］いちご街道
東庄町では、国道356号線沿いに12月初
めから6つの観光いちご農園が苺の直売
所をオープンし、採れたての有機栽培によ
る苺が箱詰めされて販売されています。い
つしか国道356号沿いはいちご街道といわ
れるようになり、遠方から車を走らせて買い
求めに多くの方が訪れるようになりました。
真冬に春の味覚を味わえる苺は人気で、
中でも鶏の卵ほどの大きさになる大粒のア
イベリー種が人気を集めています。アイベ

地引き網体験
［白子町］
観光地引き網
夏の海水浴シー
ズンには、地引き
網が行われま

す。雄大な浜で楽しめる地引き網は、中里
海 岸の沖 合いに朝 早く、仕 掛けた網

（700m、片側150m）を、片側50人～ 60
人の人々で掛け声もろとも力強く網を手繰り
寄せると、イワシ、アジなどの魚が飛び跳ね
地引網の楽しさが一層益します。

［一宮町］
観光地曳き網
捕獲される魚は日により
潮により異なります。アジ、
イワシ、スズキ、ヒラメ、
イシモチ、たまにタイなど
が混じります。漁師気分を味わったあと、とれた魚
はお持ち帰りも可能です。誰でも気軽に自由に無
料で参加できる一宮ならではのイベントです。
■お問い合わせ：一宮町観光協会　TEL.0475-42-1425

http://maruchiba.jp/sys/data/index/page/id/7302/

■見ごろ・シーズン：1月、2月、3月、4月、5月
■お問い合わせ：一宮観光いちご組合　TEL.0475-40-0015

http://maruchiba.jp/sys/data/index/page/id/7305/

［一宮町］一宮観光いちご組合
九十九里浜の最南端、一宮町の甘～くて美味し～いイ
チゴ屋さん。鮮度抜群本物の味を是非味わってみてく
ださい。車椅子でも安心してイチゴ狩りができます。そ
の日のイチゴの状況
によってはイチゴ狩り
ができない場合がご
ざいます。お手数で
すが、事前に電話
確認をして下さい。

■見ごろ・シーズン：1月、2月、3月、4月、5月、12月
■お問い合わせ：東庄町観光協会　TEL. 0478-86-1111

http://www.tohnosho-kanko.jp/

リーは、とて
も生育が難
しい 上 に、
デリケートな
種類ですので産地が非常に少なく珍重さ
れ、お土産や贈り物にも最適です。
いちごの時期は、12月上旬から5月中旬
です。いちご狩りの時期は、1月上旬から5
月中旬です。

農業体験
［長柄町］ながらグリーンツーリズム・
農業体験
長柄町は千葉県のほぼ中央部に位置し、
東 京 都 心から50km圏、千 葉 市からは
25km圏にあり、『千葉のへそ』と呼ばれてい
ます。また、圏央道の延長開通により、神奈
川県からも気軽に来られるようになりました。
この地理的条件と県立笠森鶴舞自然公園
に指定された恵まれた自然、基幹産業であ
る農林業、農村生活文化などを活用して、
都市住民に滞在型余暇活動を提供する

『グリーンツーリズム』を推進しています。

稲作・米作りオーナー体験 
銘柄・品種は食味の良い『ながらコシヒカリ』の田植えから稲刈りをメイン
に田耕、畔作り(畔作りはトラクターで出来ます）、代掻き、種まき、草刈、
施肥、水の管理、籾すりなどの稲作全般の体験が出来ます。
自ら田植えをし、黄金に実った稲を収穫する刈り取りの楽しみは格別です。
もちろん、受け入れ農家が全面的にサポートしますので心配はありません。
※種籾、田ぼ(圃場）などの準備の都合上、「稲作・米作りオーナー体験」
のご予約は2月中旬から2月末日までにお願いします。
■http://www.town.nagara.chiba.jp/greentourism/inasaku.html

さつま芋掘り（月岡農園）
ホクホクして美味しい “紅あずま”の収穫です。ご家族様から大
勢様(団体）のさつま芋掘り大歓迎です。
体験時期：植え付け：5月～ 6月、収穫：10月上旬～ 11月上旬
所要時間：1時間程度
※長柄町産のホクホクとして美味しい “紅あずま”は『道の駅ながら』、『長柄ダム農

林産物直売所』、『農産物直売所・梅の郷』で販売しています。
■http://www.town.nagara.chiba.jp/greentourism/satumaimo.html

［九十九里町］観光地曳き網
見渡す限り果てしなく続く九十九里浜の中央部に位置する九十九里町に
は、江戸時代中期に紀州方面から伝えられた、大地曳き網漁業が現在も
観光地曳きとして行われています。人数により網の大きさが異なり、豊海地
区の豊海海岸で行われ150kgまで持ち帰ることができます。
■お問い合わせ：九十九里町産業振興課　TEL.0475-70-3176　http://maruchiba.jp/sys/data/index/page/id/8473/

■お問い合わせ：白子町商工観光課
TEL. 0475-33-2117
http://maruchiba.jp/sys/data/
index/page/id/5898

■お問い合わせ：長生村産業課
TEL.0475-32-2114
http://maruchiba.jp/sys/
data/index/page/id/3281/

［長生村］観光地曳網
観光のイベントとして、観光地曳網が長生村観光協
会主体で行われます。沖合いに張った魚網を、参加
した人々で掛け声とともに仲良く元気に引き上げます。
獲れた魚は、捕獲量次第で､無料で分けてもらえま
す。普段、生きた魚に触れることのない子供達には、

大変喜ばれています。

■http://www.town.nagara.chiba.jp/
greentourism/

千葉を体験する旅
オススメコース


